
1 8年度会計別の予算額

会計別 冰ﾈ螽ｧ｢�前年度 対比 

一般会計 �3x壞bﾃ���iﾈ冷�-22.6% 

.特別会計 �38壞づ#c冓ﾈ冷�5.3% 

国民健康保険事業特別会計 ���壞Bﾃン9iﾈ冷�ll.8% 

国民健康保険診療所事業特別会計 湯ﾃcズiﾈ冷�15.5% 

老人保健特別会計 祷壞rﾃcc�iﾈ冷�1.5% 

寄簡易水道事業特別会計 �2ﾃ#C永ﾈ冷�ll.6% 

下水道事業特別会計 滴壞Bﾃ#3�iﾈ冷�-2.4% 

介護保険事業特別会計 度壞�ﾃ#�冓ﾈ冷�7.6% 

西平畑公園事業特別会計 途ﾃ3C9iﾈ冷�-13.6% 

企業会計 ��壞津S#冓ﾈ冷�-24.5% 

l上水道事業会計 ��壞津S#冓ﾈ冷�-24[5% 

合計 都8壞2ﾃs悼iﾈ冷�-ll.9% 
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(億円)　一般会計5か年の当初予算額の推移

14年度　　15年度　　16年度 17年度　　18年度

ヽ･ヽ-

ヽ
→､-lll.･･

蹴､七.ji:

7度5,377,zffg (+8. 7%)

腰支出倉
伽｢- 16.2%)

国･県からの負担金､補助金､委託金
の収入です｡国庫支出金は増を見込み､県

支出金は減を見込みました｡

棚倉
6,伽(0.0%)

住民税の減税による町の減収を補てん

するための交付金です｡前年度と同額を

見込みました｡

q　窟

2t%5,伽｢-63.3%)

前年度に比べ､ 63.3%減､ 4億4,240万円

の減となりました｡これは､庁舎建設事

業債の皆減､減税補てん債･臨時財政対

策倭の減額を見込んだためです｡減税補
てん債･臨時財政対策債については､そ

の性格上使途(使い道)の特定はされて

いません｡

減税補てん債　　1,900万円(-36.7%)

臨時財政対策債　2億900万円(-5.0%)

土木債　　　　　1,560万円(皆増)

消防債　　　　　1,300万円(皆増)

総額3ヲ億6,000万円
3月9日から開催された町議会定例会で､平成18年度予算が可決されました

ので､その概要についてお知らせします｡平成18年度の一般会計の予算は総額37

億6,000万円で､庁舎建設事業が山場を越えたため､前年度に比べ22.6%減とな

りました｡税制改正等により､町税の増は見込めるものの､歳入全体を見る

と､引き続き厳しい財政状況となっています｡

彪友釣餅好　6t%4,伽(+3.2%)

制度改正等による交付税額の全体的な落ち込みは

見られるものの､前年度までの実績等を勘案し､前

年度比3.2%､ 2,000万円の増となりました｡

地方特例
交付金
1.7%

歳　入

※( )内の数字は､

前年度対比

繰越金3.8%

4.5%　使用料等諸収入1,3%
3.6%

D=--gSh.'･ ｣定位倉

3t%8,伽｢+20.4%)

国･県に納められた税金の一部が交付される収入で

す｡

地方譲与税　　　　1億3,400万円(+55.8%)

利子割交付金　　　　　　　900万円(0.0%)

地方消費税交付金　　1億2,000万円(+14.3% )

ゴルフ場利用税交付金　　6,500万円(0.0% )

自動車取得税交付金　　　4,500万円(0.0%)

交通安全対策特別交付金　　350万円(0.0%)

配当割交付金　　　　　　　400万円(+33.3%)

株式等譲渡所得割交付金　　300万円(+50.0%)

総額35億7,798万円

q　戯

7域267Ejg (+ 7.9%)

皆さんに､直接町に納めていただく税
金です｡固定資産税は減となりますが､

税制改正の影響等により町民税等は増を
見込んだため､町税全体としては前年度
比1.9%の増となりました｡

個人町民税　　6億1,327万円(十6.1%)

法人町民税　1億1,425万円(+15.0%)

固定資産税　　7億6,905万円(-3.2%)

軽自動車税　　　1,593万円(+4.9%)

町たばこ税　　　　5,017万円(+7.9%)

彪倉7虜4,伽｢+5. 7%)

a---15{W^　4,97加(+77.7%)

腰ス倉7t56,肋｢-80.6%)

戯開嘗7慮3,伽｢-27.9%)

使用料及び手数料　6,565万円(+2.0%)

分担金及び負担金　3,372万円(-61.2%)

財産収入　　　　　3,616万円(-2.0%)

寄附金　　　　　　　10万円(0.0%)

望聖書許予算額は

国民健康保険診療所事業特別会計

老人保健特別会計

下水道事業特別会計

介護保険事業特別会計

西平畑公園事業特別会計
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図
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等
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よ
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収
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め
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｡
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は
じ
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｡
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町民1人あたり　4万1,865円

《主な事業》

☆第一･第=幼稚園創立30周年記念事業

☆酒匂J I岬J民親水広場補修事業

☆松田小学校ベランダ出入ロサッシ改修事業

☆松田中学校給食用大型備品購入事業

☆寄小学校学習支援者配置事業

☆寄中学校校舎改修事業

○学校警備員配置事業

幼･小･中学校に警備員を配置します｡

○適応指導教室事業

○国際理解教育振興事業

○松田小学校介助員配置事業

戯曹
2.億77.4jZl界. ,.LL′∴.

町民1人あたり　2万1,793円

《主な事嚢》

☆消防施設整備事業

(第1分団詰所建設工事)

☆災害対策施設整備事業

(耐震性貯水槽整備工事)

○消防団運営事業
○消防水利整備事業

○防災資機材等整備事業

○防災無線管理事業

i.木曹

4慮5,伽巨盈@%)

町民1人あたり　3万7,008円

《主な事業》

☆町道5号緑歩道設置事業

☆駅周辺整備事業

(新松田駅南口駅前広場整備事業)
(

☆町道寄1 1号線道路改良事業

○生活道路舗装補修事業

○町道舗装補修事業

○西平畑公園進入路改良事業

広報　jEフf_E'

殿夢0着@彪7
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町民1人あたり　3万2,254円

議会責　1億330万円(一〇.3%)

公債費　2億7,161万円(+ll.3%)

予備費　　3,181万円(+5.2%)

一　-　■'■~ I- ll -　-'~　-　~■　-　-　-　-　-　-　●一　一~ ll I-　■~　一~　-　-　ヽ

細民1人あたりの予算額は､平成18年2月3
章　28日現在の住民基本台帳人口12,610　5

と人で算出しています｡　　　　i'

ぎ`⊥去

.･'..ltf-If?ク`■占･ざ/- lL.:;Fj･: ､

町民1人あたり　3万942円

《主な事業》

☆健康ウオーキングコース整備事業
○老人保健事業　○母子保健事業

○児童相談事業　○結核健康診断事業

○予防接種事業

○防犯活動事業　○ごみ減量推進事業

○環境美化推進事業　○花とみどりいっぱ
い事業　○リサイクル活動団体奨励事業

○廃棄物収集運搬委託事業

○し尿処理委託事業

農耕許戯･　デ/8-rぎ
It酢,伽(-7.7%)　　　　　　　町民1人あたり1万5,778円

《主な事業》

○河内農道整備事業　○城山農道改良事業　○有害獣防護柵設置事業　○松田用水改修事業

○遊歩道管理経費　○多目的集会施設管理経費　○みやま運動広場管理経費

○水源の森林づくり事業
○勤労者福祉事業　　融資資金を金融機関に預託しますo

O桜植栽事業　○商工振興対策事業　○町商工振興会運営費補助事業　○町観光協会補助事業

○観光宣伝事業

平成18年4月1日
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町民1人あたり　5万6,972円

《主な事業》

○庁舎建設事業(H16年度～H18年度継続事

業)

○総合行政ネットワーク事業
○住民情報管理経費
○住民基本台帳ネットワークシステム管理

経費
○町民との幹を深める広報事業

(広報まつだ･おしらせ号の発行)
○コスモス館管理経費
○町営住宅再編事業
○町民文化センター自主事業
○交通指導隊運営事業
○放置自転車対策事業

/:f.'Jv.雷

7･''#'7JrltI-玩.軍　イIM.

町民1人あたり　6万1.563円

《主な事業》

☆障害者自立支援給付事業
☆障害程度区分認定審査事業

( 1市5町共同設置)

☆小児医療費助成事業

医療費助成の対象年齢を､ r小学校就学

前まで｣に拡大しましたo

☆学童保育室改修事業

○高齢者生きがい事業　○介護予防事業

○一般福祉施策事業

高齢者の方々に対する生きがいデイサー

ビス事業を実施します｡

○緊急通報システム貸与事業
○介護保険施設整備助成交付事業

○障害者福祉計画策定事業

○障害者地域作業所運営委託事業

○子育て支援センター･ファミリーサポー

ト事業

新たにファミリー･サポート事業に取り

組みます｡

○ひとり親家庭等医療費助成事業

○学童保育運営事業　○民間保育所運営費

｢
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
｣
　
に
向
け
'
老
朽
化
し
た

配
水
管
の
布
設
替
工
事
等
を
実
施
し
ま
す
｡
そ
の
他
下
水
道
事
業

と
併
せ
た
暇
藤
鷺
の
整
備
を
行
い
ま
す
o

平
成
5
年
の
開
園
以
来
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
､
県
内
は
も
と

よ
り
首
都
圏
各
地
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
｡
集
客
力
を

高
め
る
た
め
積
極
的
に
p
R
活
動
を
進
め
'
イ
ベ
ン
ト
等
も
実
施

し
ま
す
｡

歳
出
は
'
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
､
食
堂
や
売
店
の
運
営
'

ふ
る
さ
と
鉄
道
や
駐
車
場
の
管
理
委
託
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
て

い
ま
す
｡

第
三
期
(
平
成
1
8
年
度
～
2
0
年
度
)
　
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
､
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
｡
予
算
は
前
年
度
比
7
.
6

%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
'
こ
れ
は
介
護
保
険
制
度
の
浸
透
に
よ

り
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
大
し
､
第
二
期
(
平
成
1
5
年

度
～
1
 
7
年
度
)
の
給
付
実
績
増
を
反
映
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
｡

生
活
環
境
の
向
上
と
河
川
環
境
の
保
全
に
向
け
昭
和
5
5
年
度
よ

り
公
共
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
｡
平

成
1
 
7
年
度
ま
で
の
公
共
下
水
道
の
整
備
率
は
'
見
込
み
で
全
体
計

画
面
積
の
8
5
.
0
%
'
接
続
率
は
'
8
6
.
■
1
%
と
な
る
予
定
で
す
｡

今
年
度
は
9
,
0
0
0
万
円
の
事
業
費
を
投
じ
'
3
.
4
5
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
整
備
す
る
予
定
で
す
｡

平
成
1
 
8
年
度
一
般
会
計
歳
出

予
算
は
'
実
質
的
な
歳
入
の
増

が
見
込
め
ず
'
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
使
う
た
め
､
平
成
1
 
7

年
度
に
策
定
し
た
　
｢
松
田
町
総

合
計
画
2
 
1
後
期
基
本
計
画
｣
　
に

掲
げ
た
事
業
を
中
心
に
'
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
｡
一
般
会

計
で
実
施
予
定
の
事
業
の
う
ち
へ

主
な
事
務
事
業
と
投
資
的
事
業

を
紹
介
し
ま
す
｡

☆
印
は
､
平
成
1
 
8
年
度
に
行
う

新
規
事
業
で
す
｡

寄
地
区
の
簡
易
水
道
に
要
す
る
経
費
で
'
給
水
管
整
備
工
事
を

順
次
進
め
る
は
か
､
供
給
水
量
の
安
定
化
を
図
る
た
め
'
地
下
水

電
気
探
査
業
務
を
委
託
し
ま
す
｡

高
齢
化
に
伴
う
老
人
保
健
制
度
対
象
者
に
対
応
し
た
予
算
編
成

を
し
て
お
り
ま
す
｡
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住み慣れた地域で､高齢者自身を主役とした介護予防等を推進します

地域支援事業スタート4月より
｢住み慣れた町で､できる限り自分の力で活動的な生涯を送りたい｡ ｣

住民の皆さんの願いを現実のものとするために､要介護･要支援状態になる前から､一人ひとりの状況に

応じた予防対策を図ると共に､要介護状態になった場合においても､地域で自立した日常生活を送れるよう

に支援することを目的として｢地域支援事業｣を実施します｡  【問合せ】保健福祉課　℡83-1 226

改定後の施設サービス費用の目安(1か月･ 30日)
※居住費･食費は別負担

要介護度､ �靜ﾉ��ﾉY�8邊�介護保健施設 處9wｸﾅ陞靜ﾉ|9wｲ�
設(特別養護老 忠��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾒ��施設(病院.診療 

人ホーム)サー �5H�ｸ7(5丑��所)サービス嚢 
ビス費(多床圭) 忠�ﾘ�����(多床皇) 

要介護1 ��津s��冷�23,430円 �#2ﾃCc�冷�

要介護2 �#�ﾃ3��冷�24,900円 �#bﾃsc�冷�

要介護3 �#2ﾃC��冷�26,490円 �32ﾃ���冷�

要介護4 �#RﾃS3�冷�28,110円 �3bﾃ�3�冷�

要介護5 �#rﾃc3�冷�29,700円 �3津cc�冷�

■地域支援事業の流れ　生活機能低下の早期把握を目指して

畿澄ま.2%やRジバ汐 劔劔�7h8ﾘ4�8�8�,ﾈ��郢Uﾘ廂9��

･生活機能評価(健診とあわせて実施) 劔 

対象者等 剪�

･訪問活動等 

･要介護認定非該当者 

･関係機関(主治医､民生委員､社会福祉協議会等)からの連結 

･本人､家族､地域住民等からの連絡等 

i 

ヨ蟻艶 義 i=-I A (′ 劔&闔i^�x辷腕�5ｨ985��ｲ�剋ｲ■ 

1◆I ∴ヽ+ 特定高齢者 劔��

違幸三車 
介護予防ケアマネジメント 

業､任意事業<E>@ 

護予 ピユレ 冤介護予防厳闇こ基づき 讐=讐禦讐介護予防特定高鞘施策 
(ハイリスク.アプローチ) 劔��

罵撃一般鮎素数=薫染 劔 ��� 

宅iM_倉,.=萎三一■那朋だ叢…_-5 劔� ��ｹuXｴ霈��:｣ｸ蝿+�｢ﾒﾉeﾕ�5ﾘﾋ���Oﾂ�� 

.冨鍔三菱柔- 
ー慧発振蕊 � 劔��

居宅サービスの支給限度額
【現　行】　　　　　　　　【改定後】

要介護度 剋x給限度額 凉駅��)X�%8ｧ｢�以隗｢��

■49,700円 倡虻ｸﾌ�7逢｢�,ﾉLﾘ雇>�,ZB�y駅�ｧｨ,ﾈﾋB��S�ｨH/�X��%8+X-ﾈ+v��

嘉簸索藩発蒸 �61,500円 
'-て接素養猿蒙まき:<…::享 �104,000円 

落木ミン.‡ 兔��,�+R�

i:i÷′条章凍寒幸三,'vhS‥… 

∴宴奔寮躯<… 

誌.凛泰幕凍嘉;三 

A-き浮寮奔務を誉 

要介護度 倡虻ｸﾌ�7逢｢�

要支援 田�ﾃS��冷�

要介護1 ��cRﾃ���冷�

要介護2 ��釘ﾃ���冷�

要介護3 �#crﾃS��冷�

要介護4 �3�bﾃ���冷�

要介護5 �3Sづ3��冷�

新しい｢介護保険被保険者証｣を発送します

介護保険被保険者証の有効期間が3月31日で満了になりますが､ 10月

にお知らせしたとおり､被保険者証そのものには､有効期間がなくなり

ました｡ (※要介護認定の有効期間はあります｡ )新しい被保険者証を

4月に発送しますので､確認してください｡新しい被保険者証が届くま

では､従来のものをご利用ください｡対象者は､ 65歳以上の第1号被保

険者と､ 40-64歳までの第2号被保険者のうち要介護･要支援の認定を

受けている方です｡

なお､お手持ちの旧被保険者証は､新しい被保険者証が届きましたら∴

役場保健福祉課､保健センター､コスモス館､案出張所などに設置して
ある回収箱へ返却をお願いします｡　問合せ:保健福祉課℡83_1226

①
-
　
　
●

①
介
護
予
防
事
業

町
で
は
'
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
介

護
予
防
事
業
を
再
編
し
'
口
腔
機
能
の
向
上

な
ど
を
追
加
し
て
'
介
護
予
防
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
｡
(
従
来

か
ら
行
っ
て
き
た
介
護
予
防
の
効
果
に
つ
い

て
は
'
広
報
5
月
号
に
掲
載
し
ま
す
｡
)

対
象
者
の
状
態
に
よ
っ
て
､
次
の
2
つ
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
｡

○
要
支
援
'
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
高
い

虚
弱
な
状
態
に
あ
る
高
齢
者
の
方
を
対
象
と

し
ま
す
｡

(
介
護
予
防
特
定
高
齢
者
事
業
)
生
活
機
能

の
改
善
に
向
け
た
適
所
ま
た
は
訪
問
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
'
要
介
護
状

態
の
予
防
'
重
度
化
防
止
､
状
態
の
改
善
を

図
り
ま
す
｡
運
動
器
の
機
能
向
上
　
(
筋
力
向

上
へ
　
転
倒
防
止
な
ど
)
'
栄
養
改
善
､
口
腔

機
能
向
上
や
閉
じ
こ
も
り
･
認
知
症
等
の
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
｡

○
活
動
的
な
状
態
に
あ
る
元
気
な
高
齢
者
の

方
を
は
じ
め
'
全
て
の
高
齢
者
､
第
1
号
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
ま
す
｡

(
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
事
業
)
介
護
予
防

の
意
義
や
知
識
の
普
及
啓
発
へ
　
介
護
予
防
に

か
か
わ
る
人
材
育
成
'
地
域
活
動
組
織
の
育

成
･
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
｡

②
包
括
的
支
援
事
業

○
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
　
(
地

域
支
援
事
業
の
介
護
予
防
事
業
や
新
予
防
給

付
に
関
す
る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
)

○
総
合
相
談
･
支
援
事
業
　
(
地
域
の
高
齢
者

の
実
態
把
握
'
介
護
以
外
の
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
と
の
調
整
な
ど
)

○
権
利
擁
護
事
業
　
(
虐
待
の
防
止
､
虐
待
の

早
期
発
見
な
ど
)

○
包
括
的
･
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事

業
　
(
支
援
国
難
事
例
に
関
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
へ
の
助
言
､
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
)

こ
れ
ら
の
事
業
は
'
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
｡

③
任
意
事
業

○
家
族
介
護
支
援
事
業

○
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

○
地
域
自
立
生
活
支
援
事
業
　
な
ど

｢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
｣
　
は
'
介
護

保
険
法
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
機
関
で
'
地

域
支
援
事
業
の
う
ち
の
包
括
的
支
援
事
業
等

を
地
域
に
お
い
て
l
体
的
に
実
施
す
る
役
割

を
担
う
中
核
拠
点
で
す
｡
4
月
か
ら
町
保
健

福
祉
課
に
設
置
さ
れ
ま
す
｡
地
域
の
住
民
の

心
身
の
健
康
の
保
持
･
生
活
の
安
定
の
た
め

に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
'
そ
の

保
健
医
療
の
向
上
･
福
祉
の
増
進
を
包
括
的

に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
｡

事
業
の
実
施
は
'
保
健
師
'
社
会
福
祉
士
､

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
専
門
職
員
に
よ
っ

て
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
'
三
職
種

が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
､
各
種
制
度
を
活

用
し
た
'
多
面
的
で
包
括
的
な
支
援
事
業
を

総
合
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

ま
た
へ
　
相
談
機
能
を
充
実
さ
せ
て
'
体
調

が
気
に
な
る
高
齢
者
本
人
･
家
族
か
ら
の
連

絡
､
基
本
健
康
診
査
　
(
介
護
予
防
健
診
)
等

で
も
生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
'
特
に
介

護
予
防
の
必
要
度
が
高
い
特
定
高
齢
者
の
方

を
把
握
し
て
い
き
ま
す
｡
そ
し
て
､
対
象
高

齢
者
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
､
介
護
予
防
の

効
果
が
見
込
め
る
か
ど
う
か
'
地
域
支
援
事

業
の
介
護
予
防
事
業
を
利
用
す
る
か
等
の
判

断
を
加
え
'
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
を
経
て
'
利
用
者
の

状
態
別
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
げ
ま
す
｡

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
'

介
護
予
防
事
業
と
も
一
体
的
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
｡

さ
ら
に
'
6
5
歳
以
上
の
方
が
受
診
さ
れ
る

｢
基
本
健
康
診
査
｣
　
(
介
護
予
防
健
診
)
　
を

通
年
で
受
診
で
き
る
よ
う
'
集
団
検
診
は
6

月
'
9
月
､
1
 
2
月
'
3
月
に
分
け
て
実
施
し

ま
す
｡
誕
生
日
で
区
分
し
た
受
診
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡
申
込
み
に
は
'
別

に
配
布
す
る
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
付
い
て
い

る
ハ
ガ
キ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
｡

介
護
報
酬
全
体
で
は
'
0
.
5
%
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
が
'
基
本
的
な
視
点
は
次
の
と
お

り
で
す
｡

①
中
重
度
者
へ
の
支
援
強
化

②
介
護
予
防
'
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進③
地
域
包
括
ケ
ア
'
認
知
症
ケ
ア
の
確
立

④
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

⑤
医
療
と
介
護
の
機
能
分
担
･
連
携
の
明
確

レ
し

イ

平
成
1
 
8
年
度
か
ら
の
支
給
限
度
額
､
新
し

い
予
防
給
付
が
導
入
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
'

保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
　
｢
居
宅
サ
ー
ビ
ス

の
支
級
限
度
額
｣
　
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
｡

※
｢
要
支
援
1
･
2
｣
　
｢
経
過
的
要
介
護
｣

の
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
｡

W
D
う
仙
　
D
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児童手当の対象ガ
｢lJt学校6年生まで｣rZ拡大

所得制PRも引き上Ijr
児童手当の支給対象が､これまでの｢小学校3年生まで｣から､

｢小学校6年生まで｣に拡大されます｡また､所得制限も引き上

げられます｡

○支給を受けるには-

児童手当は､養育者からの申請がないと受給することができま

せん｡該当する方には､ 4月中に申請書等の必要書類を送付しま

す｡ 5月19日(金)までに､子育て支援班に提出してください｡

申請されると､手当は4月分までさかのぼって支給されます｡

◆新たに児童手当の該当となる方

保育料に必要な費用は､国･県･町の補助金のほか､園児の保護者の皆

さんに負担していただいています｡保育料については､国が定める保育所

徴収金基準額と保護者の負担軽減などを勘案しながら各市町村でその額を

決定しています｡この4月から､他市町との均衡を図るため､次のとおり

保育料を改定します｡

(松田町保育所保育料金表)

各月初日の入所児童の属する 劔9���i]ｸ孜{�ﾈ隗｢��

世帯の階層区分 

脂 磨 区 分 �.宛���8ﾜ��j)i韜��3歳児 滴ﾜ駛��決�8髯j��

第､ ��hｨ云ｸﾎﾉd�,�.h.儂ﾙ]ｸﾎﾉ�)�����冷�0円 ��鈴wB�
1 忠%�ｸｹ�)��/�ｭﾈ-竰�

第 ��c�､ｹ�xｷ�-��cBﾙ�cx､ｲ�町民税非課税 澱ﾃ3��冷�4,200円 釘ﾃ#��鈴d��2�
2 ��x/��*ｺI���7瓜ｨ,ﾂ�*ﾉj��X,ﾈｧｨ,ﾈｾiZｨ*ｨ鶯�世帯 

第 剪ｬ民税 ��2ﾃc��冷�ll,500円 刎��ｫ��ﾆﾂﾃS��苓���

3 �,ﾈｾiZｨ,丼�9h+x.��)���課税世帯 

第 4 ��c�､ｹ�x/��*ｺB���饂ｨ,ﾈ�;��X擺�30,000円未満 �#�ﾃC��冷�18,300円 ��づ3��苓+2�

30,000円以上 64,000円未満 �#�ﾃ���冷�18,900円 迭��づs��鈴Uﾂ��｢�

莱 5 �64,000円以上 112,000円未満 �3�ﾃ#��冷�28,200円 椿��#"ﾃ���#ｲ�

112,000円以上 160,000円未満 �3�ﾃ���冷�29,000円 �#Bﾃ���苓���ｶ��

第 �160,000円以上 鼎�ﾃ#��冷�35,400円 亦�#bﾃ���苓･r�

税世帯であって､ その所得税の額の �#C"ﾃ���鈴j)i��

242,000円以上 鼎�ﾃC��冷�35,500円 �b���#bﾃ���苓*ｲ�ｲ�

6 仞iZｨ*ｨ鵁,ﾈｾiZｨ,��･�9h+x.��)���324,000円未満 

324,000円以上 408,､000円未満 鼎"ﾃs��冷�35,600円 儿��#rﾃ���苓*ｲ�wｲ�

第 7 �408,000円以上 502,000円未満 鉄"ﾃ���冷�35,700円 �#津���冷ﾙj��ﾝ��502,000円以上 600,000円未満 鉄BﾃC��冷�35,800円 �#津���苓+2�

600,000円以上 鉄bﾃ���冷�35,900円 �#津#��苓+2�

第 2 竸ｨ���)��9亶�-�ﾝﾒ�����･�髓逸"�*ｨ*"�.��)���町民税 非課税世帯 ��冷�0円 ��鈴j��

第 3 剪ｬ民税課税世帯 ��"ﾃ���冷�10,800円 ���ﾃ���怜3ﾂ�

※上記の保育料表は､町条例の保育所徴収金額基準額に定める額の100分の

70に相当する額になっています｡

小学校4年生(平成8年4月2 日～平成9年4月1日生まれ) のお子さんがいる保護者 佗����8ｸｸ,h,�.�+ﾘ-ⅹ<�,偃����*ｸ/�+x.儺ｹwh,ﾘ*�.�-ﾈ+�/���

小学校5年生または6年生(平 成6年4月2日～平成8年4月 1日生まれ)のお子さんがいる 保護者 ��ﾉ��*ｩTｹwh,X+v��

今まで､所得制限により児童手 傀ｩ;��xﾌ�,ﾈ処*ｸ�8+��ｩUﾈ�����,�.h.蟹�h+ﾘ,假8ｸｸ,X*ｸ.��ｨﾘr�

当を受給していない保護者 �*ｨ*�.�-ﾈ+x,ﾈ,ZH･�9h+x.兢ｸﾎﾂ�竟(,ﾉ_ｸ,ﾙ�ﾉ��*ｩTｹwh,X+v��

◆新所得制限限度額

扶養親族等の人数 俾�8ｼh�"�サラリーマン 
(国民年金加入者) 宙ﾏｩ�iD霎�9處ﾘﾏｹ?ﾈ�"��

0人 鼎c永ﾈ冷�540万円 

1人 鉄�iiﾈ冷�578万円 

2人 鉄CIiﾈ冷�616万円 

3人 鉄�)iﾈ冷�654万円 

4人 田#�iﾈ冷�692万円 

5人以上 儻ﾙwｸ*｣��ﾉ�ﾘ+x+(,h,�3永ﾈ苓��蠅�

LJt児医療費BZ)成の対象bSt

rlJt学校就学前まで｣rZ拡大
町では､子育て支援策として､小児医療費助成の対象を拡大します｡今ま

での対象に加え､新たに3歳から小学校就学前までのお子さんの通院につ

いて､ 4月～3月までにかかった医療費につき1万円まで助成します｡

0-2歳 �8ﾜ����抦ｧxﾕｨ��ｧy���小学校1年生～ 中学校3年生 

平成18年 3月まで ������形+++% �� 
入 院 �5�5祿ｲｳ2�′一一 ��h���

平成18年 4月から ������S+++++3 �8u8u8�ﾘu2�u8u8u8u8u2�VRｲｲｲ� 
入 院 ��hﾜｩ��%% 坦R�

L◆ ��ｲ�

お子さんが医 �9|8ｴ�ｭh,ﾉ�ｸﾏｸ,唏惲�髦�9|8��/�/�麈�9|2�(D医療機関の窓口では医療費を支 払いますo 

療機関にかか �(塾医療機関で支払った時の領収書 

つた場合 儂�,ﾈ迚ZX*(,ﾘ*�.�-ﾈ+��/���等を役場に提出(申請)しますo (卦後日､口座へ振り込まれますo 

所得制限の有無 �,�+R��8什���ｲ��あり(児童手当の所得制限と同じ) 

臣2Z =今までの助成対象部分

臨=翌雫笑覧碧空警芝に｡き.万円まで/l年度(所得制限酌)
※平成1 8年4月1日以降の診療分が対象です｡支払った医療費

の領収書は申請に必要ですので､大切に保管してください｡
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藤庁舎完成lZ伴う

庁会員学会を開催します
庁舎の移転に先立ち､住民の皆さんを対象とした｢庁舎見学会｣を実施

します｡見学方法は下記のとおりですので､ぜひご観覧ください｡

なお､新庁舎での業務は､ゴールデンウイーク明けの5月8日からとな

ります｡

日　時　4月20日(木)～22日(土) 10:00-16:00

見学方法　新庁舎入口で､見学用パンフレットを

配布しますので､自由にご見学ください｡

022日(土)は､新庁舎の設計事務所による質問コーナーを用意し

ます｡

○事前の申し込みは､必要ありません｡

○見学会の時間内は､いつでも入退場できます｡

≡　○見学用の駐車場はありませんので､公共交通機関等の利用にご

協力ください｡また､飲食はご遠慮ください｡

昏　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ】庶務課　℡83-1221

国民年金などの年金制度改正が､順次実施されます｡この4月か

らの主な改正点は､次のとおりです｡

●4月から保険料顔が改正に

この4月から､来年3月までの国民年金保険料は､月280円引き

上げとなり､月額13,860円となります｡国民年金保険料は､平成29

年度まで毎年度月額280円引き上げられ,最終的に月額16,900円とな

る予定です｡これは､年金を支える力と給付のバランスを取るため

のものです｡

●平成1 8年度の年金額は0.3%引き下げとなります

平成17年の年平均の全国消費者物価指数が､対前年マイナス0.3

%であったため､平成18年度の年金額は,前年度より0.3%少ない

額となります｡満額の老齢基礎年金の場合は､月額200円ほど引き

下げとなります｡

平成18年4月分から新しい年金額となりますので､ 6月の定期支

紘(4月および5月分)から年金額が変更となります｡

●障害基礎年金と老齢厚生年金が併せて受給可能に

障害を持ちながら働いたことが評価される仕組みとして､平成18-

年度から65歳以上の方は､障害基礎年金と老齢厚生年金､障害基礎

年金と遺族厚生年金の組み合わせについて､併せて受給(併給)す

ることができるようになります｡

なお､併給を申請される場合は､選択申出書を提出していただく必

要があります｡

【問合せ】

ねんきんダイヤル　(年金被保険者の方)恐0570-05-i 165

(年金を受給されている方) ℡0570-07-i 165

または､お近くの社会保険事務所･年金相談センターまでどうぞ｡

1､社会保険庁ホームページ　http二//www.si乱gO,jp/

【問合せ】公営事業課℡83-1227
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卒業記念に花木植栽～寄中学校卒業生
【問合せ】産業観光課℡83-1 228

参場日

加所日

図書館
だより

▲　=l　　　三重

開　館　時　間　9:30-17:00

休　　館　　日　　毎週月曜日

おはな　し会　　4日､ 11日､ 18日の火曜日

寄出張所図書館　月～金曜日13:30-16:00

図書館の本もリクエストして借りることができ

ます｡貸出期間､冊数は図書館の規則と同じ2週

間､ 5冊まで｡

工薮登壇三重云
一　般　書

伊集院静

石井妙子

黒川あづさ

宮藤官九郎

ツアヘルト

石田衣良

長薗安浩

清水博子

宝島社編

｢宙ぶらん｣

｢おそめ｣

｢アジ玉｣

｢タイガー&ドラゴン｣

｢わたしの天国でまた会いましょうね｣

｢のだめカンタービレ｣ピアノ曲

｢4 0巽ふたたび｣

｢シュヴァイツァーの仕事｣

｢ヴァニティ｣

｢絵本からうまれたおいしいレシピ3｣

｢翻訳家じゃなくてカレー屋になるはずだった｣金原瑞人

;i.+今再の叩十11

｢孤独のチカラ｣　斎藤孝　著

自分を徹底的に磨く｡勝負を

かける｡そのための孤独は力に

なる｡

児　童　書

｢1 3歳からの『環境問題』入門｣　　吉田祐夫

｢ポイズン｣上下　　　　　　　　ウッディング

｢奇怪変身おめん屋｣　　　　　　　越水利江子

｢リサイクル　コリンはエコ戦士｣　　マカーイ

｢偉大な芸術家に教わる絵の描きかた｣レイシー

｢カペリートのまはう｣　　　　　　　パストール

｢ヘンリーのしごと｣　　　　　　　　ジョンソン

LFp　=n iifi"=Il

｢なりました｣

内田麟太郎　作

手どもだけでも読める絵

本｡単純な筋なのになぜか

おかしい｡

*新着図書の予約､展示は1-7日から､貸出は

8日からです｡今月の20 0冊の抜粋です｡

*住所など登録した内容に変更があった場合はご

連絡ください｡

*雑誌リサイクル｢アサヒカメラ｣｢ウイズ｣｢いい旅｣

｢ウオーキング｣を1日･15日に分けて出します.

定資産課税台帳の閲覧古

および土地･家屋価格等の縦覧
納税義務者の方が､自己の資産を確認できるように台帳の閲

覧を､また他の土地や家屋と比較して評価が適当額であるかど

うかを判断できるように､帳簿の縦覧を行うことができます｡

期　間　4月3日(月) ～5月31日(水)

※ただし､土･日･祝日は除く｡

時　間　8:30-17:15

場　所　税務課窓口

費　用　無　料

備　考　○身分が確認できる書類等の提示をお願いすることが

ありますので､ご了承ください｡

○縦覧には､印鑑が必要です｡

【問合せ】　税務課資産税班　℡83-1224

鼠
騨
-
　
一
.
.
.
:

(
敬
称
桔
)

1
月
2
 
1
日
　
(
土
)

2
月
2
4
日
(
金
)
に
'
今
春
寄
中
学
校
を
卒
業
し
た
3
年
生

(
2
5
名
)
が
'
中
学
校
を
見
渡
せ
る
宇
津
茂
地
内
に
､
寄
自
然

休
養
村
運
営
協
議
会
役
員
と
農
業
委
員
'
生
産
森
林
組
合
員

の
方
々
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
'
卒
業
記
念
と
し
て
ロ
ウ
バ

イ
を
植
栽
し
ま
し
た
｡
こ
れ
は
'
町
の
委
託
を
受
け
た
寄
自

然
休
養
村
運
営
協
議
会
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

寄
地
区
で
は
'
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
獣
害
に
よ
り
'

耕
作
が
放
棄
さ
れ
た
農
地
や
手
入
れ
が
さ
れ
な
い
山
林
が
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
｡
そ
こ
で
'
地
元
農
業
委
員
や
宇
津
茂
生

産
森
林
組
合
が
人
里
か
ら
目
に
つ
く
と
こ
ろ
だ
け
で
も
と
開

墾
L
t
昨
年
は
コ
約
S
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し
た
o
今
回
は
､

｢
植
栽
地
が
水
源
酒
養
林
に
も
な
る
よ
う
に
｣
　
と
の
願
い
も

込
め
て
の
植
栽
と
な
り
ま
し
た
｡

植
栽
さ
れ
た
の
は
'
樹
高
2
.
5
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ウ
バ
イ

2
5
0
本
｡
ロ
ウ
バ
イ
は
冬
に
香
り
高
い
花
を
つ
け
る
も
の

で
'
大
き
な
苗
を
購
入
し
た
た
め
'
今
年
の
冬
に
は
き
れ
い

な
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
｡

場
　
所
　
松
田
警
察
署
武
道
場

結

　

果

準
優
勝
　
松
田
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

先
鋒
　
鈴
木
　
直
也

次
鋒
　
小
宮
　
駿
平

中

堅

　

村

山

　

　

遥

副
将
　
中
村
一
成

大
将
　
瀬
戸
　
了
司

･
3
･
4
年
生
女
子
の
部

3

　

位

　

滝

川

　

ひ

か

り

･
5
･
6
年
生
女
子
の
部

優

　

勝

　

村

山

　

遥

3

　

位

　

滝

川

　

あ

か

り

･
中
学
生
6
5
k
g
超
級

優
　
勝
　
井
上
　
裕
太

･
中
学
生
6
5
k
g
以
下
級

3

　

位

　

瀬

戸

　

了

司

3
月
5
日
　
(
日
)

松
田
町
体
育
館

男
子
2
8
チ
ー
ム
'
女
子

1
 
8
チ
ー
ム
　
計
9
2
名

掲
　
B
　
2
月
1
 
9
日
(
日
)

大
井
町
総
合
体
育
館
柔
道
場

9
3
名

結

　

果
･
1
年
生
の
部

3

　

位

　

鈴

木

　

杏

葉

･
4
年
生
男
子
の
部

優
　
勝
　
小
雪
　
駿
平

･
6
年
生
男
子
の
部

優

　

勝

　

中

村

一

成

3

　

位

　

小

宮

　

佳

祐

･
男
子
一
部

優
　
勝
　
鍵
和
田

伊
藤

準
優
勝
　
菊
池

藤
原

3

　

位

　

相

木

安
藤

龍
太

宏
和
(
D
D
T
)

照
一

淳
(
う
い
ろ
う
)

宏
之

徹
(
う
い
ろ
う
)

〃
　
　
大
島
　
信
夫

園
　
弥
樹
(
C
A
T
)

･
男
子
二
部

優

　

勝

　

俵

積

田

　

和

行

中
野
　
憲
司
(
C
A
T
)

■)
準
優
勝
　
石
井
　
太
郎

斉
藤
　
栄
一
(
C
A
T
)

3
　
位
　
猪
股
　
正
三

吉
川
　
芳
男

(
若
草
ク
ラ
ブ
)

〃
　
　
柴
田
　
龍
一

副
島
　
大
輔
(
松
田
中
)

･
女
子
一
部

優

　

勝

　

石

沢

　

早

責

安
藤
　
瞳
　
(
タ
ナ
カ
)

準
優
勝
　
相
木
　
美
紀

桑
田
　
香
織
(
タ
ナ
カ
)

3

　

位

　

大

谷

　

た

み

落
合
　
干
八
子

(
若
草
ク
ラ
ブ
)

〃
　
　
石
井
　
愛
津
紗

茂
内
　
栗
(
寄
中
)

･
女
子
二
部

優
　
勝
　
井
沢
　
茂
子

安
藤
　
礼
子
(
ポ
ピ
ー
)

準
優
勝
　
相
原
　
≡
津
悪

尾
沢
　
千
恵
子

(
ポ
ピ
ー
)

3

　

位

　

飯

塚

　

ゆ

か

り

諸
星
　
次
子

(
若
草
ク
ラ
ブ
)

〃
　
　
小
松
　
愛加

藤
　
綾
華

(
北
足
柄
中
)

今
年
も
4
月
6
日
(
木
)
　
～
1
 
5
日
　
(
土
)
　
の
1
 
0

日
間
'
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
｡

春
の
運
動
で
は
'
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
に
交
通

ル
ー
ル
を
理
解
し
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
も

ら
う
こ
と
'
ま
た
急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
　
｢
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
｣
　
を
重
点
課
題
と
し
て
い
ま
す
｡

期
間
中
は
'
交
通
指
導
隊
員
を
始
め
と
す
る
方

々
が
'
町
内
各
地
区
で
街
頭
に
立
ち
'
交
通
安
全

の
呼
び
か
け
等
を
行
い
ま
す
｡

新
生
活
が
始
ま
る
方
も
多
い
こ
の
季
節
｡
慌
て

ず
気
持
ち
を
落
ち
着
け
て
､
交
通
安
全
ル
ー
ル
を

守
り
'
事
故
な
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
｡

【
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合
せ
】
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務
課
防
災
交
通
班
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▲*まつだ桜まつり風景*

8回目となった｢まつだ桜

まつり｣ o今年は厳冬の影

広報　jEフfE'

ト3月13E] (月) ､学校交流活動の一環として､

松田小学校ダブルダッチクラブの4-6年生(25

名)が､第一幼稚園で園児を前に縄跳びの演技を

披露しましたoお兄さん･お姉さんたちの素晴ら

しい技の数々に､園児たち大興奮!最後は､一緒

に縄跳びを楽しみました｡

響で開花が遅れたこともあり､ 3月21日(火･祝)まで期間延長し､大勢

の来客で賑わいました｡来年もお楽しみにl

く先月号掲載の｢陶器製外部ルー
バー｣写真に誤りがありました｡

庁舎乗･西側の窓に取り付けられ
た､横長の棒状のものが正式なル
ーバーで､日差しをさえぎり隙間

から光や風を通す　qすだれ"のよ

うな役目を果たします｡
※庁舎完成により､ ｢庁舎建設レ

ポート｣は終了となります｡

▲3月15日(水) ､満月が富士山山頂

に沈む｢パール富士｣が見られました｡

(撮影･松田山山頂付近より)

西平畑公園の催し物語晶冨喜豊7ヂ諾
Jiやブ飴表芸薮室■藩繭/):.豪産飴良烏烏6こ:付適意､; 劔� ■､_香 劔泰を恒7き.輔車狛擁笑瀞車時廃車 �/::.L3vb木骨r:繊 

開催時間各教室共10時～ 

①定期教室:バラのガーランド 
バラ､ニゲラ､デイジーなどのドライフラワーと小枝を使った作品 

で竃用3,5.0円(税込)<4月の各種教室開催スケジュール' 

②ア○マ教室:香りを楽しむ月火水木 劔刹燗y �?｢��

費用2,500円(税込) 

⑨ラタン 劔教室.:初め等向き①12 

費用2,000円(税込)3456 劔�78 ��ﾃ停�

④蔓編み 費用 劍ｻ6cYU儻凅ｸ抱頸���粤#�2ﾓ�B經�b�

･､⑥陶芸教 劍岐罟�-�,H�W'冉ﾓ�s����#���212223 

費用3,600円(軽鮒き税込)24252627282930 

⑥ネイチャー教室:彩り染めとドライ左記の同色わくの催しと照らし馳せてくだ乱1o 費用3,000円(税込) 

自 刹Y､..._ 刳ﾙ~..※休酌.3瀬1.1.瀬轍鵜誉牽薙 剴Q.凝て-.: 兀8/�钁��

日 剽j 剄ﾃし.物 剋條ﾔ 

29 剴y 凵汨�1回生き物講座｢松田山の植物 �9:30-ll:30 

を調べ､食材になる野草を食べてみよう.｣ 

会場自然館､松田山 

講師渡辺建雄先生 
如象小.中学生.一般 

申込み■4月26日(求)まで､自然舘(℡82-7345)へ 

参加者氏名.人数.電話番号をお知らせください○ 

○今月の自然～かすみ～ 
春になると､地表も日増しに暖かくなります○地上付近の空気は 

暖められ､熱対流が起きて地上のちり(ほこりや花粉など)が空気 

中に運ばれ､水分を吸って体積を増し､太陽の光線を防げる様子が 
｢かすみ｣です○ 

子どもの 劔敢■う■擁斬軽舟亘薄く2墾畑､､魯頒 凵�r82十9869+. 

日 ��r�俐8+YZ��剋條ﾔ 伜�ｶ��

2 �?｢���c�S�ﾙ�+ﾘ*�.x*ｨﾈ��ｪ(扎*(,�,�**2��13:30 �?ﾈ�｢�齷u"�
◆よもぎだんごづくり 

申込み:30人材料費:50円 劍���

◆花の紙芝居と折り紙 剴�S｣���

実演.指導:小躍進さん 

23 �?｢��.x*ﾘ.x*ﾘ4�6(4ﾈ984���10:00 ��ﾈﾙ�����ﾂ�｢いちご大福｣材料費:100円 劍���

指導:小津敬子さん 剴�#｣���

･折り紙コーナー 

展示コ-ナ 劔- �(+ﾘ-ﾈ+(,ﾈ4ﾈ888�4�5��ｸ+�*(+ﾈ.ｸ**2�

制作:小揮進さん 

No.490 (8)

▲2月27日(月) ､寄小学校でNHK横浜放送局に

よる放送体験が行われました｡子どもたちは､実際

にテレビカメラで撮影を行ったり､アナウンサーと

して天気予報の原稿を読んだり､初めての体験に緊

張しながらも､楽しく放送の仕組みを学んでいまし

た｡

法　　　律

◆9:00-ll:00　6日(木)

町民文化センター

(開館8 :30) ※先着6名まで

人権･行政

◆10:00-12:00 14日(金)

町民文化センター第2学習室

保健(時間は受付時間) ▼

･すくすく育児相談

4日(火) 9:30-10:30

保健センター

25日(火) 9 :30-10:30

宇津茂地域集会施設

･ポリオ予防接種

14日(金)13:00-13:20

26日(水)13:00-13:20

保健センター

20日(木)13:30-13:40

寄国民健康保険診療所

･ 3-4か月児健康診査･BCG

12日(水)13:00-13:15

保健センター

･ 3歳児健康診査

19日(水)12:50-13:15

保健センター

･ 2歳児歯科健診

28日(金)13:00-13:20

保健センター

納税　　　｣

国民健康保険税(随時2期)

5月1日(月)

【問合せ】

国保年金班　　℡83-1225

※税金等のお支払押ま､便利な
口座振替をご利用くださいo

戸籍の窓i8
2月16日から3月15日まで受け付けた方

※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　保護者　地　区
まなみ

山岸　愛実　秀治　仲町屋
ひな

佐野　日清　晃一　弥勤寺
ひさき

尾登　日咲　慎一郎　中　沢
ほのか

川村帆乃花　浩　　谷　津
みいな

関　　海七　弘和　河　内
かおを

向原　　芳　一茂雄　中　丸
あやか

中村　文香　誠司　城　山

内藤さくら　浮一朗　店屋場

お悔やみ申し上げます

のぽる

古谷　　晃

高橋フミ手

洗谷きみ子

鍵和田ヒサ

飯田アイ子

片岡　チヨ
しげこ

下津　童子

内藤コトヱ
よしごろう

瀬戸芳五郎

? � 

日 仂h�)kﾂ��6I�"�

1-4 �ｹTﾘ夊ⅹ5���C�2ﾓ�����

5-ll �ｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b��C�"ﾓ�c���

12-18 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b��C�"ﾓC涛��

19/-25 �ｨﾄi�(ﾔ洩�5��仆�3Bﾓ#S���

26-30 �ｸ��$ｨｬxﾔ��仆�ヲﾓ#S#��
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に
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し
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大
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を
使
用
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使
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光
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'
新
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新
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切
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ま
し
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